
【表紙】
 

【提出書類】 臨時報告書

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2025年２月13日

【会社名】 コニカミノルタ株式会社

【英訳名】 KONICA MINOLTA, INC.

【代表者の役職氏名】 取締役代表執行役社長兼CEO　　大 幸　利 充

【本店の所在の場所】 東京都千代田区丸の内二丁目７番２号

【電話番号】 03(6250)2111（代表）

【事務連絡者氏名】 経理部会計グループリーダー　　和 田　岳 秋

【最寄りの連絡場所】 東京都港区芝浦一丁目１番１号

【電話番号】 03(6250)2111（代表）

【事務連絡者氏名】 経理部会計グループリーダー　　和 田　岳 秋

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

コニカミノルタ株式会社(E00989)

臨時報告書

1/2



１【提出理由】

　連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生したため、金融商品

取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第19号の規定に基づき、本臨時報告書を

提出するものであります。

 

２【報告内容】

（１）当該事象の発生年月日

　2025年２月６日

 

（２）当該事象の内容

　インダストリー事業のセンシングユニット（ディスプレイ・光源色領域）において、大手顧客の大型設備投資

抑制の影響や、一部用途の競争激化等により、Radiant Vision Systems, LLC及びInstrument Systems GmbHは、

営業損益が悪化し、減損の兆候が認められたため、第３四半期連結会計期間において減損テストを実施した結

果、回収可能価額が帳簿価額を下回ったため、Radiant Vision Systems, LLCで169億円、Instrument Systems

GmbHで67億円ののれんの減損損失を計上いたしました。グローバル一体でのキーアカウントマネジメント強化に

よる、競争力の向上と事業経営の効率化を図り、ディスプレイ分野の改善に加えて、自動車外観用の計測噐やハ

イパースペクトルイメージング技術を応用した計測器等を継続成長させ強固な収益構造の確立を進めておりま

す。

　また、インダストリー事業の光学コンポーネントユニットに属するKonica Minolta Opto (Dalian) Co., Ltd

は、持分の80%を広州ラックスビジョンズイノベーションテクノロジー有限会社に譲渡する契約を2023年10月26

日付で締結しておりましたが、クロージングに向けた協議の結果、譲渡対象から外れることとなりました。それ

にともない、第３四半期連結会計期間において、売却目的保有への分類を中止し、通常の資産及び負債に振り替

える過程で、回収可能価額まで帳簿価額を減額した結果、有形固定資産等の減損損失を45億円計上いたしまし

た。自社で販売を継続する非産業用レンズユニットは、生産効率の向上および構造改革の実行により収益力向上

を図ります。

 

（３）当該事象の連結損益に与える影響額

　当該事象の発生により、当第３四半期連結会計期間に減損損失282億円をその他の費用として計上いたしまし

た。

以　上
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